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今回は、固定堰上流の河道掘削及び管理橋の舗装工事の紹介や現場見学会の実施状況等についてお知らせします。今回は、固定堰上流の河道掘削及び管理橋の舗装工事の紹介や現場見学会の実施状況等についてお知らせします。

固定堰上流の河道掘削及び管理橋の舗装工事について

8月に新たに『大河津可動堰上流河道掘削他工事』が契約となりました。

工事内容は、先月号の回覧板でもご紹介しましたが、左下の写真で示す範囲で河道掘削及びこれま
でに架設した管理橋の舗装を行うものです。

今回の河道掘削他工事では、来年度に予定している新可動堰への切り換えのため、固定堰左岸上流
の河岸を掘削し、新しい低水路を整備して水の流れる面積を増やします。掘削した土砂は左岸側高水
敷に仮置きし、来年度以降に右岸側の高水敷造成に使用する予定です。

また、舗装工事については、９月から大河津可動堰の管理橋と管理橋に取付く左岸堤防上を舗装し
ています。

工事は３月中旬に完成する予定で、施工は株式会社中元組が担当しています。

工事担当者からのごあいさつ工事担当者からのごあいさつ
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越後平野を潤し、水害から生活を守る大河津可動堰事業に関わることになり、大変な栄誉を感じる次

第であります。当作業所も先月より工事を開始し、これから堤防及び管理橋の舗装作業と河道掘削作業
と最盛期を迎えることになるかと思われます。

つきましては周辺地域の皆様にはご迷惑を多々お掛けするかと思いますが、関係者一同、安全作業を
第一に鋭意邁進する所存でありますので、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。
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工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。

０２５８－３２－３１３４ （平日 ＡＭ９：００～ＰＭ４：００）

信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/
信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

大河津可動堰情報館ホームページから、毎月１日には可動堰回覧板の最新号をご覧頂けます。また、
バックナンバーも合わせてご覧頂けます。アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

若手現場技術者からのメッセージ

現場見学会を実施しました

株式会社 ＩＨＩインフラシステム
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～新可動堰ゲート設備への想い～

株式会社ＩＨＩインフラシステム 上野 匠

私は平成11年に入社して大河津分水洗堰主ゲート設備工事に携
わってから10年余り水門設備一筋に勉強を重ねて、今回再び大河津

可動堰改築ゲート設備工事を担当させていただくこととなり、昨年
10月から現地工事で奮闘しています。新潟県の魅力ある風土に触れ、
四季を感じながら仕事できることを幸せに思うとともに、この歴史的
大工事の無事完成に向け身も心も引き締めてまいります。

現在工事は社内外の皆様のご指導のもと順調に進んでおり、11月

からはいよいよ扉体の現地据付がスタートします。新可動堰の扉体形
式は大河津周辺の景観に調和するよう河川ゲートとしては珍しいラジ
アルゲート形式が採用されており、分水の桜と相まって名勝になるも
のと思います。新可動堰が歴史的構造物として長く愛されるよう、よ

り一層愛情を込めて工事を進めてまいりますので、今後ともご指導・
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

大河津可動堰改築事業工事連絡協議会（構成会社：大成・東
急・岩田地崎ＪＶ、㈱ＩＨＩインフラシステム、駒井鉄工㈱）
では、７月３１日と８月２８日の２日間に渡り可動堰現場見学
会を実施しました。

現在、可動堰改築工事は、本体のコンクリート打設と管理橋
がほぼ完了し、今月からはゲートの設置と河川を切り替えるた

めの工事を行います。今回の見学会は、来年度本体工事が完成
して河川を切り替えると現場内が水没して立ち入ることができ
なくなるため、その前に多くの方々に現場を見ていただきたい
ということで開催させていただきました。

当日は、天候にも恵まれ暑い中ではありましたが、地元を中

心に２日間で５０人を超える方々に参加いただきました。男性
はもちろん女性やお子さんも来ていただき、参加者からは「新
可動堰の耐用年数は？」「全ての工事が完成するのはいつです
か？」「現可動堰はどうするのですか？」など活発な質疑もあ

り、とても有意義な会となりました。

新可動堰完成まで、地域の皆様にはご迷惑をおかけしないよ

う工事を進めてまいりますので、今後ともご支援・ご協力のほ
ど宜しくお願い申し上げます。


